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1.緒言

傾斜地面には略一定の上向地電流の存在する事は既に早くから知られてゐる事賓であ

る:筆者もさきに岩屑火山丘米塚(鰍制米)に就て其山腹上向地電位傾度の分布制1)定

Lノ£此の観測結果の整理のために s， J 地 uc11!?〉と略同様の土壊桂に依る室内貫験を試

みた。之によると“均質土嬢に局部的正1Mブ1を加へると塵源に近い電極の地電位!'I低下

し， 鹿搬に遠い電極の地電位は上昇する。市して瑳生じ?と地電位差はカ日へ?と!璽力の量に正

比例する。負底力の場合は之と逆Kたる"と云ふ結果になった。之は更に車純化して“局

部正座源は負地電{立源と放る"と表はす事が出来る。

果して然らば火山爆穫にあたって瓦斯が蓄積して火口底に高塵が出来るならば地電{すー

は漸次蟹化ずべきである。 水平地電{引頃度は大気上!奇の イオン欣態及地上の所謂 Stray

current の景角聾をうける事大であるに反し鉛直地電位傾度は比較的との心配が少たいー依

(1) J， E. Burbank:- E川 th-currentsand a Proposed :i¥I"thod for their investigation， Terr・

，¥Iag. Vol. 10， 1905， pp， 23-40， 

(:l) λ1， Namba:- An Investigation of Earth Current on the 'Vo]cano Aso， Part 1. Th，、Pnlcn-

tia! Di町erenccof the Upward Earth-current flowing toward the top of a ¥'けlど川り :五Iem，

Col!， Sci， Kyoto， Vol. 21 (lD可>4， 203 

(:1) S， J， Mauchly:・.¥Stm!y of Pressl1re and T('mpcrntllrc Elfects in Earth-Cl1rrent ~[l" 山I n白

lllcnts， Terr. Ma~. ¥'01. ヨ・人 191H， 'j :~ - \n 

(.1 ' (官、に同じ。
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阿蘇火山活動と鉛直地電位傾度第化との相関

って筆者は鉛直地電位傾度の費化を火山活動と比較する事としたので言うる。

扱て鉛直地電位傾度費化の観測方法は二種あつど一つは地殻に出来る丈深い室井戸を

掘りその上下二貼に電極を押入して計測を行ひ，他は重谷谷め谷溝を利用して電極を押入す

るのである。此雨種の方法の得失及び性質の大様は前K報告して置いた通りである。阿蘇

火山活動に磨、用した方法は既に同報告に述べて置いた様K第一火口内の商火口壁を利用し

たので所謂絡谷式の方法である。 Vesuvius火山K於てL.Palmieriが観測したのは山頂

と山麓に電極を押入してその地電位獲化と火山活動の模様を観測したのであるが，結果K

Bきて筆者の鉛直地電位傾度費化と同型のものとなってゐる所をみると，彼 Palmieriの方法

は筆者の所謂諮谷式鉛直地電位傾度痩化親iJU)方法K準やべきものであると云うてよろしい

ゃうである。

吏に鉛直地電{立傾度の日境化を調査した所に依ると，地表面調度の上昇に依って地表が

膨脹する時鉛直地電{す傾度に種Aの影響を及ぼすととを知ったのであるが，特K地表面温

度の上昇が急:激な場合Kはか怒りに顕著放下墜を生やる事を直接に観測する事が出来た。

大気麿力の饗動が鉛直地電位争責度費化に及ぼす影響と比較すると，地殻内の贋力費化の誘

裂に副作用的衝動を輿へうるのは大気監カの費化よりもむしろ地表面温度の急:餐化による

ものの方がより大きい役割を演やるのではないかとの信念を高めさせられたのである。殊

に鉛直地電{立傾度目費化と水平地電li'-.1I頃度日受化の賓際親調1)を比較してみて，地表面温度

の影響とみらるる鉛直地電位傾度特有の残差が存在する事を知ると，前記の信念が主主A深

められる次第である。

幸ひにして野満教授及び日本接術振興舎の援助K依って昭和13及14の雨年に亙って阿蘇

第一火口内に前記の如き鉛直地電{iI傾度饗化測定を賓施する事が問来たのである O 此雨年

聞に得た結果を整理報告するのが本文の目的である。

2.阿蘇第一火口活動反鉛直地電位傾度饗化の賓際観測

昭和12年12月25日から記錬し始め昭和14年9月末終止するまでの間κ，阿蘇第一火口の

(5) 南葉:ー 阿蘇に於ける鉛在地電位傾度目獲化の所調残差に就て，本誌， 司王 3~第 3 披，

2il8頁O

(1; ! L. Palmicri:- Ob明rvati011s011 Earth C11rrents at thc Vesvius Observatory ctc.， Alt. 
Acad. Napoli， Hl¥J4 VI :!" No. 12， 18¥J5， ¥'1I 2a Nu. (;， pp. 1.7. 

(7) 商業:ー鉛直地電伎に;&Wす地表温度及降水の影響，本総， tI> 3谷第百波， '227O{。



阿蘇火山活動と鉛直地電位傾度費化との栂閥

活動は所謂火山爆護と呼びうる程の記録的大活動は無かったが， 小さい活動は常にあっ

た。地電位計測装置が活動中心に近接して火口内に設置されてあったため，一般的の性欣

を知るには差支無かった。以下代表的と思はるるものを順次に拳げて設明を加へょう。

(1 ) 昭和13年5月中旬の活動 第一火口 5月中旬の活動は観測開始後第2回目の活動

であった。火口内横穴に宿泊して監視した需，幸ひに完全に近い記録を採る事が出来た。

既に昭和13年10月熊本市に於ける日本製術協舎綿舎に置いて中間報告したのもとの記録で

ぁ宮。第 1園は 5月1日から聞までの鉛直地電位傾度饗化を轄落したものである。闇の

上方は Upを示す(吾人の常用してゐる指示方法で上位電概の地電{立が上昇する時 Upの

費化と呼び，逆の時を Downの費化と呼んでゐる)。縦軸は百米に封ずる鉛直地電位差の

費化観測値即ち賓際記録の二倍の値を示してゐる。そのままミリボルトで示して沿い?と。

横軸は時間で，日附は各々正午の位置に書込んで、置いた。見易くするため 5月9日附近の

{直に準援して基準線を引いて参考K供した。大韓の費化の模様を一覧すると，月初めは略

ぼ基準線附j庄の値を保ってゐるが， 5月9日頃からひたむきに Upに向ひ， 12日13日14日

15日1墳を最大として約100ID. V.位までも Upvc.轄じ，以後Downvc.再じ再び基準線附近に

落付いて来てゐる。一方火口の欣況を見ると，月初以来静かであった第一火口は， 8日9

日10日頃から白煙を増し，無音-!If¥:態ではあるが時々一瞬元気よく白煙を多量に噴出する事

もあった。 11日は全く静穏であった。 12日朝から小規模乍ら爆護機構を具備し?と脈時的鳴

動を伴ぴ活動を始めだした。此脈時的鳴動は15日まで続き後は目に見えて衰退した。噴火

の名残を留めた噴煙は少しあった。 13日14日の雨日の脈時的鳴動は最も強く，昭和8年2

月の活動に於て人々によく知られてゐるあの閃光が此期聞には明瞭に出てゐた。閃光輸は

三四個まで数へうる程度であった。夜景も見事であった。此脈蹄的鳴動の出る時は火山友

も白煙も比較的少量であるのが常であって，爆音と飛散する赤熱熔岩片が火口活動の主役

を演じてゐる。即朗寿命的鳴動は殆んど定時的tて繰返へされるのが常である。勿論数秒、たきの

時も数分沿きの時もあるのであるが，一般K活動初期は周期短かく，漸次長くなって十数分

たき伎にまで延び、るやうにたり，遂には低調な連捜的議音に費じて行くのが普通であるO

此鳴動と共K赤熱熔岩片が四散されるのであるが， 13日夜半からは時々鳴動を休止し，そ

のii:;りに低調な菅と共K多量:の火山茨を噴出し出し?と 此の扶態即ち脈問的鳴動と共に熔

'" 南葉:ー 阿蘇火山活動と地電位獲化の相関司昭和1-1年4月，日本主要術協合報告，第14巻第l~虎"

づけ3) 



阿蘇火山活動と鉛直地電位傾度努化との相関

岩片を噴出する欺態と鳴動放く火山友を多量に11責出するi伏態とが交互するやうになると，

鳴動l土頓K勢を減じ16自には遂に休止し，ただ富余憧の如 く噴煙が続き途tてはとれも止って

しまふ。 火山雷火山夕立は此脈問的鳴動の時に屡々経験するのであるが，すぐ近くで聞く

ため雷鳴は草にパチツ色気味悪く音を立てるのみであり，夕立は|噴煙のたびいてゐる部分

に帯JtJuc猛烈~Hc降下して来る。 電光は噴出煙塊の中から護射する如く見えてゐるο 殊K大

祭が夕立前の集配ある欣態の時は容易κ現はれるやろである。扱て鉛直地電位{頃度費化固

に今の火口欣態を封照すると; Up vt:増大して殆ど屑の近くに来ると脈閥的鳴動を起して

所勤し，頂上附j!:i:或は少し過ぎた所でH責煙旺盛とたり .Down Vt:i博じ出すと鳴動衰へ「円し

噴煙のみ続くやうになり迭に静止献態にたってゐるO 第 1固に指示してゐる中に白煙の中

に熔岩片混入と記入してあるのは，赤熱熔岩片でなく噴出口附j!Iの既存岩片である。白煙

é('.r~!~l tî\'1、おt!N叩.:t.ntf， ~ I町mt1.;i'CT.tti.1t (1'.rl;'.( ~.田.'tf.) "r..~ 1~l(a1\k )¥dhtl t!( ¥'If-:完封 E同州 ・
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第1闘 昭和13年5月の鈎直地電位嬰化と第一火ー口活動状況

が時々多量に噴出される時に混じてくるものの事である。脈時的鳴動に伴うて盛陀噴出さ

れる場合の岩片は，赤熱岩柴片が多く夜間は花火様に見事な景観を呈するものである。更

に第1固を詳細陀観ると， 5月初めは基準線よりは Upvt:あり 7日8日頃を最低 (Down

最大〉としてゐるが，之は 4月末の Up増大の後をうけて漸次に移りつつある費化の終尾

の部分が 5月初めに建ってゐるのである。f占t5月下旬に於ても再び Up1'C向ひ 6月初めの

増大lζ続くのである。筆者はととに一言附加したい事がある。それは極めて大きい火山爆

強現象は何人にも認められる事であるが，その現象は全く突然であるかと云ふ事はー・考を

要する問題である。今此5月活動に於いて説明するたら・阿蘇の前動は←情交には穏やかで

あるため，脈脚的鳴動を開始し赤熱熔岩片を噴附してゐても一般人には策附かれないでゐ

;11-1 



阿蘇火山活動と鉛直地電位傾度第化との中目|鋼

る場合が多<，13日の午前二時の大噴煙に依って遠距離にある観測者Kはじめて火山活動

を認知せしめるのである。今の場合は夜半の乙と故，賓際には13日のl賓煙ではじめて火口

活動を知りうるのである。所謂阿蘇爆護の賓況と稽して撮影されてあるのは多くは此段階

にまで進展した時の活動様相の景である。 殊陀交通不{更な時代の阿蘇噴火~~及び遠距離

での観測報告は殆ど此段階の観測であると云ってよい。即ち火口現場にあっては既に一日

前の12日から明かに表面活動を始めてゐるの1'1:，遠距離親狽1]者Kは13日K怒って始めて知

られたと云ふ事Kなる。去る昭和8年の大活動は普通 2月24日からと報告されてゐるが，

貰際には23日に人々は火口線には留る事が出来友くて夜中陀下山してゐるのである。若し

脈隣的鳴動が開始し?と時を以て表面噴火の初めとするなら，今の場合に於ては鉛直地電t合-

f頃度 Up費化の屑泣くに於て表面噴火をはじめ，頂上附近乃至それを過ぎる頃噴煙猛烈と

なると云ふ事に友る。 もし噴煙猛烈に噴出し出す時を表面噴火の初めととるたら，地電位

傾度の Up頂上過をた頃に噴火したと云ふ事に放る。コむも今の場合に見掛上の破壊作用は

13日からが最も華かであって，人人に気附かれ易いと云ふ事賓を考慮する怒らば後者の段

階を取り上げてもよろしい事K怒る。イ可れにしても阿蘇火山の噴火は全く不連続に起るも

のでは友く，観測者の居る場所に依って記録がまちまちに友つてゐると云ふ事は銘記され

ねばならぬ。突然大音響と共陀噴火を開始したと云ふ記述は阿蘇の火山活動Kはあてはま

らないで，現場K於ては既に表面噴火の様相が現はれてゐるに相異ないと確信するもので

ある 闘jち阿蘇噴火に閲する従来の記録陀於ては，少くともそれより 一日位前から既に表

面l噴火を始めてゐ?とと思うて差支たいと思、はれるのであるO

此5月活動の如く相営長い日教に亙る饗化のものは，昭和昨年4月，昭和14年4月，昭和1-1

年 9月末から10月初めの活動等がある。之等は完全記録を得るKは相蛍苦努た事である。
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阿蘇火山活動と鉛直地電位傾度錘化との相閥

昭和 14年 8月は月初めか昭和14年8月中旬の模様(2) 

ら殆ど連日降友の連続で、あった。東寄りのJm¥.が多かっ たた

め， Iii'J蘇奮火口西半の牧場は殆ど放牧が不可能な{すーに降友が

火口の外観は極めて静かで続いたご降1J(最も相営あったが，

全く音がたい。所が15日16日17日18日には小仕掛乍ら脈時的

日鳥動乞起した。赤熱熔岩片は火口外まで四散する程にはなら

なかったが，例の如く火山灰の量を減じて来た。絵蟻的火山

/j(は遂に24自に全く止り無煙無音の欣態となってしまったご

鉛直土也電位傾度餐化は第 2固に示したやうに， 15日頃から比

5時
時.

較的顕著に UpVL時じ， 18日頃から DuwnVL轄じ始め24日を

底として，再び UpVL轄じ 8月末9月初の増大に移るのであ
E 

った。

z 
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主f

8月24日五三底昭昭14年8月下旬-9月上旬の模様(3) 
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として UpVL碍じて来た鉛直地電位傾度饗化は，第3固に示
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す如く少しではあるが顕著た Upへ急:餐乞起してゐる

無く弱々しく火山次を吹上げてゐた第 A 火11は8月31日及 9

11.烏動

3 第

月1日K珍らしく小規模乍ら鳴動を起した。噴石は火口内の

みでの活動程度であった。此場合も例に依って火山次の量は

減少した。鉛直地電依何度は 9月に入ると Upへ向ふ傾向を

9月下旬から10月初めの活動に相l恋じ?と費化を生じて

(aOf:i ) 

生じ，

ゐる



阿蘇火山活動と鉛直地電位傾度事量化との中日開

昭和13年 7月23日からの地電{立費化記録(第4固〉昭和13年7月23日-30日の捧様

を見ると，.zp.静1!:f(態であった地電{す.が26日から急:KUpへ時じ，29日には復元して平i絡を

(4) 

取戻してゐるみ第一火口は無音で火山次を静かに噴上げてゐたのだが， 27，28隔日は 鳴動

を伴ひ火山次減少し，29日に至りて鳴動止み火山友をl火統けてゐた。噴石畳は少かったら

略.zp.静にあった鉛直地
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第 5国の記象を見ると，昭和14年5月18司-24日の様子
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昭和14年5月中旬の模段第 5闘

電位1頃度は21日頃 UpK念轄し，夜半に大きい Downへの鑓轄を一回して再び UpK返り.

一方火口の様子をみると， 18日白煙19日次混tJ， 20日白煙荻23日から略元に蹄ってゐる。

22日混り， 21日には脈蹄的鳴動は直距離約7粁西方にある火山研究所にまで聞えてゐる

23 日 には無音乍ら脈時的K噴出し北K~びいてゐk. ， 24 日も小石出りのヰヰlも続いてゐた

火山次が無音のままl噴出o 25日は白煙無音となってゐる。噴石量少なし。

第6固に示す鉛直地電伎の鑓化で，前のく 5)の昭和 13 年 6~1 日一13日の様子(6) 
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白煙無音1!:f(態たりし第一火口は3日一方火口の様子を見るf'C， 場合の如き型をしてゐるJ

9日午後から弐第K静穏とな IJjl民芸大

1噴石及火山次の量は比較的少量で済ん

5日6日7日8日9日は鳴動猛烈Lから日鳥到Jを始め，

平静に回復し?と。日鳥動は樹めて猛烈に現はれたが，

(307 ) 



阿蘇火山活動と鉛直地震主位傾度聖書化との相関

?をc

(7) 昭和14年7月の模様 第7聞に示す如く，本例は初めの型と(5)， (6)の型の混
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第 7岡昭和14年7月下旬

， 
I ，z8 I 2.マ I >， I 

じたゃう友一見複雑な費化の様であるが，全開として DownIL移行してゐる途中に小仕

掛た Up急:轄が加ってゐるのである。火口の様子をみると，連日の11賞煙は7月23日に至り

ー先づ休止し，25日は鳴動を起し，25日夜宇26日朝から再び火山次の無音噴出をはじめ

た l か Lる小仕掛の活動は枚奉にいとまたい位あった。

-C 8) 昭和14年1月15日 21自の様子 昭和 14年初めから連日火山次を噴出してゐた

第一火口は， 18日に至って漸くモヤモヤ的の白煙と費じ，19日20日は無煙無音猷態とたり，

21日から鳴動を開始し(勿論噴石を伴ふ)， 22日からは再び火山次を連続的ILI噴出し出し

た 勿論例陀依って音はない。此期間内に於ける地電位費化の様子は第8固に示したf 此

_____-〆 F四-ーザ-ーー'一ー 一一
第8岡昭和14年1月中旬

型も多数経験したのであるが，要するIL Dowll現象の前後の地電N:賢化は比較的平静で

あって， Down現象が特に顕著である。しかし詳細に検討すると， 12月終りから 1月初め

Kかけて活動旺盛な期聞があり ，叉 1月も末から 2月にかけて亦旺盛な期聞があって，其

鳴動は研究所まで聞えてゐtc"' 1月中旬は丁度此雨旺盛期の中間休止にあたる所であるO

か Lる見方をすれば，此型も他のものと同様な型になってゐると云ひ件ゃうυ

以上鉛直地電位饗化の一見異ってゐる型のものと思はるるものを拳げたのであるが，之

(308 ) 



阿蘇火山添動k鉛直地電位傾度型軽化との格闘

を大観すると

( 1 ) 略平静欣態のものが脈鵬的鳴動を起す前11:.Upに念事事し， Up極大乃至それを過

る頃から火山友多量となり鳴動は衰へるコついで再び平静紙態をとりもどす。

と云ふのが正常の鑓化経過であるらしい。而して更に詳細にみると

(2) Up念碑前に上下費動を頻繁K繰返すものと，比較的静かなえ犬態で Up11:.移るも

のとある。

(3 ) 活動後は静かなj伏態で Down-11:.移るものと，上下饗動の頻繁放ものとあるO

(~) Up頂上附近で、は一般に大小の差はあるが上下費動が割合に目につく。

(5 ) 活動前と活動後の鉛直地電位傾度は全〈同じで主主いο卸ち活動後は前よりイまくた

る(Down大〕場合も叉は高くなる(Up大〉場合もあるC

しかし脈時的鳴動の起る時には必十 Upへ急:轄してゐる事は共通の現象である。 Eつ之

等の経過は活動の大小Kか Lはらや同様のものであると云ふ事を結論してよろしいと思は

*1-る。

Vesuvius火山に於けるL.Palmieriの山頂山麓聞の地電位差の経過は， Vesuviusが活動

期に入ると Up11:.縛じ衰退期に入ると Down~て反る。叉此費化を起すと日饗化も Cover

してしまふと云ふ3 之は筆者の阿蘇第一火口K於ける諮谷式鉛直地電位費化の経過と略同

様である。此賠に立脚して Palmieriの方法は籍谷式方法にま告やるものと云ふ事が出来ゃ

うと思ふのである。E.O. Walker に依ると空中電和三地電流に影響を及ぼすと云よ9) 筆者

の装置に於ては，需'放電の場合は第9園lζ示した如く極めて顛著友影響を及ぼしてゐる事

第9岡 昭和1宮年7月刊日火山研究所を通過の雷が鉛直
地電イなを優乱せる記録上方が Upを7f¥す

(0) E. O. ¥¥' alker:λlmospheric Electricity and Earth Cnrrent;，. The Electricity， ¥'01. 40， 

1002， tr~3--B4. 

(川リ)



阿蘇火山活動と鉛直地電位傾皮盤整化との相閥

は7k2f-地電位計に於けると同様で、あるが，更に研究所K於ては阿蘇の噴煙は常に昼中電{立

を負に輔ぜしめる事第10固の通りである。とれに反し筆者の鉛直地竜依傾度計測装置にあ

第10闘阿蘇研究所構内に落ドの第一火口降1:J(に依って

ヘゾドル 7記象の彫饗されたるを示す

つては影響を認められなかった。しかし之は感度の程度に依るもので今後の経験K待たね

ばたらぬと併すべきものである。依り K影響が現れる場合は Downとたる事は漁期間来る。

3.阿蘇火山活動橡測問題

前章陀記載した所K依ると， 鉛I直地電1ft質化と第ー火口活動とは相闘閥係、を有するもの

と解して差支友ぃゃうである。然らば鉛直地電fすの嬰化を見てゐて活動の有無を珠洲する

事:は可能であるかと云ふ問題が起る。之に封して筆者の今期間K於ける経験から意見を述

べる と弐の如きものとなる。

( 1 ) 昭和13年 5月の活動に於ける如く計測装置の感度を相蛍に増大して監視してゐる
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第11岡 Uplこ嬰化~-るため記銭事11;そを幸四~ cj" l_A認を示す(一例)
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阿蘇火山活動と鉛I底地電位傾度第化との相閥

と， Up増大の時は記録紙を一方に移動せねばならたくなる故活動期泣きを感じ最高

所をすぎると噴煙猛烈なるを今明日と感じ，更に DownVL轄す下れば記録紙を逆κ移動せ

ねば友ら友〈放る故衰退期を感得しろべし(第 11固参照〉。

(2) 活動の大小の問題に就ては，今期間中に於ては記銀紙上に適営Kをさまって比較

的完全K記象の得られた程度の活動のみであったのであるが，之等の統計的結果から将来

のものに就て参考とすべきであるが，か Lる準備のためには多種の感度の装置を設置して

完壁を期せねばゑるまいl

( 3 ) 更に今期間内陀於ける経過に徴すると，短時日の急:費化のものは長時日のものに

比Iノ活動が小規模の如く忠、はれる J 此雨者の混合した記録を正常K判断する友らば大悼の

活動の様子を推察する事可能となるであらう。

(4) 最後に最も困難主主要占は，鉛直地電位傾度費化の顛はれが前記の如きものであっすと

ら必十表面噴火が起生するかの問題である。今期間中は幸にして表面噴火と地電位傾度費

化とが相感じてゐ?とから問題は無いが，火山活動は表面噴火のみではない，従って地電{設

費化が型通りに怒ったとしても地下活動で絡って表面噴火とたらたい事もあり得る筈であ

るコ此黙は今迄は解決出来てゐたい。唯筆者は今後の手がかりに放るので友いかとひそか

に期待してゐたのは，第 1， 5及 6闘の如く活動前に比較的費化順調で活動後に上下費動多

き型に嵐ずるものであった。此型にあっては鳴動もかなり強くあるが噴石の量が比較的少

くて済んでゐた 表面噴火と怒らないで地下活動に柊るのは此型の如きものではあるまい

か。解決は今後の経験K待たねば友らぬべ

(5 ) 鉛直地電f立に及ぼす策象善悪的要素の影響に就ては，既に大轄を報告してゐるやろ

に，火口活動に依るものよりも遣に小さく充分に判官IJLf写られる程度故，観測に習熟する

たらば問題はないと云ふ事が断言出来るO

• 
4.火山爆稜前後に於けお鉛直地電位

傾度製化の機構に闘する一考察

阿蘇火山の活動と鉛直地竜{立傾度饗化とは前記の如くかたり密接に相閥閥係が存在する

ものと思はれるコ而して地電位が UpVL縛じ屑附近に至ると脈時的鳴動を起して活動を始

め， Up減衰して印ち DownK向うて来ると活動も亦衰へると云ふ経過を辿る事は確置

(311 ) 



阿蘇火山活動と鉛直地電位傾度型軽化との栂開

の様である。此経過を如何に解決すべきであらうかu 筆者は既に報告した歴カと地電位境

化との関係を考慮してみ度いと思ふ。 即ち u正歴源は負地電位源"にたると云ふ結果を

均質土壌に利用してみよう。

B 第四闘

恒温均質i'J_る土媛内のー黒占Bを中心とする小球内K局部正

座力が護生したとしよう(第12園参照〉。しかる時はBは負地

竜位源とたる。今定常扶態にたってゐるときにB内K流入す

る電無量は毎秒、gであったとする。土壌の Conductivityは一

定Kであると俄定する。一割の水平地電極をC及Hとし他の

ー封の鉛直地電極をC及Vとする。夫々の距離AはBC閣の

距離rK比し非常に小さいとする。然る時はBK流入する電

流の強さを iとすると，全電流gは

4πr~i=q (cりnst)

;-__!j_ι-T< d~ 
，-4町ョ-~~・ dr ' 但し中=地電ui

q 1 
γ=一一ー 一一+con$t.4πK l' 

故にC黙とH及びVの各黙の地電{な差は夫々

(1  1、 '/ /， 
(水平分値〉九11=4"五zlJ-A 丸山一-7j=EEナ二五百 C 1) 

(鉛直分値〉い=前dF-pith-Jー)=五五ζ ーヂ J.:G f2〉

」 j t し
第13園は盤椋附;庄の縦断商を示したものである。矢印

はその方向に地電伎の上昇するを意味せしめる事とし

--/ TT/  /. / / / / / たJ 之K依ると鉛直地電伎は上部電極が地電位上昇と友

⑧ 
第 13 岡

る。水平地電{立に於ては出源直上と反封の側が地電{攻上

昇する筈である 之を吾人の常用指示K従って示すなら

J盤振直上では Up最大と怒り水平値は最小とたる

果して然らぱ火山爆設に首り高歴爆護物質(主として

瓦斯〉の蓄積があると鉛直地屯{止は UpK轄すミベさであ

る。深所K於いてそのまま蓄積する聞は年月を要するた

(312 ) 



阿蘇火山活動と鈴産地電位傾度郷化との相関

め地電位費化計十てあってはその絶望うJ値を知り得友いが，瓦斯の蓄積が充分となり方止に逃

遣を求め上昇を起すと，鉛直地竜f立傾度計はJ憂筒Lを蒙り上下費動を繰返すであらう。愈々

大量の瓦斯上昇して地表に近づけば，鹿源距離が小となり震に地電位傾度急:激に増加し，

遂に最初の爆強に至れば贋力多少減Uだって地電位傾度は多少 DownK向ふであらう。

然し何瓦斯の補給充分ならば再び地電位傾度 UpK時十るであらうが，再度の爆護に依っ

て地電位傾度亦 Downに向ふみであらう lコ勿論瓦斯の補給充分主主ら(f地電位の降下を見放

い事もありうるであらう。か LるJ伏態を現出して遂には大爆護となって，瓦斯の補給が続

かなくたると地電位傾度も下降のー占注を辿り，遂fとは原位置K復する。瓦斯消耗の度に雁

第 14 岡

じて原位置以下K低下する事も叉は其以上の所に止

まる事もありうる。印ち第14固の如き道程を辿りて

可なるやうに察せられる。地表下火山活動の場合も

種止の機構を推察出来おではたいが，今期間の問題

とするKは賓際の資米

以上のT諌象想想、を足場として今期観測の粕結-果を讃む

と，略段、満足出来る結論K達し得たやうに思J為。勿

論今後の詳細なる検討を要する鮪少しとしない。殊

に観測!装置を危険性のある情火口内に設置した事等

は改良せらるべき貼であるO

4，:報告を絡るにあたり，始終懇切なる御指導を賜はり?とる恩師野満教授と補助を興へら

れたる日本車術振興舎に封し深甚の謝意を表し，併せて親調IJK首り労苦を厭はす=筆者の片

腕として働ける堀田政則氏に厚く感謝する弐第である O
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